
 

令和８年度：第４回 西蒲区自治協議会 総務部会 会議概要 

 

◆会議概要 

 ○名称：西蒲区自治協議会 令和８年度 第４回総務部会 

○日時：令和８年７月３０日（木）午後２時４０分～午後３時４０分 

 ○場所：巻地区公民館 ２階 実習室 

○出席委員：桒原委員、乙山委員、本田委員、近藤（実）委員、小栁委員、 
吉田委員、本井文雄委員、田中（久）委員 
以上８名（欠席：佐々木（寛）委員、米山委員） 

○事務局：地域総務課補佐、同課主査 
 ○傍聴者：０名 
 

◆会議内容 

令和９年度特色ある区づくり事業について 

・特色ある区づくり事業の概要及び今後の進め方について事務局から説明があり、８月

１２日（水）までにアイデアシートを提出することとしました。 

 

区自治協議会提案事業について 

・田中部会長から紙配布物に記載する内容として「災害時の具体的な行動について家族

で共有する事項」が提案されました。 

・提案内容について意見交換を行い、その方向性で今後詳細を詰めていくこととなりま

した。 

・今後、原案ができたら、各コミュニティ協議会の防災部会などの関係者にご意見を伺

うこととなりました。 

   

＜主な意見＞ 

・防災といっても範囲が広いので、初動の避難行動をメインとした内容はよい。 

・紙面の表は避難行動などを記入することとし、裏に各種防災情報を載せたらどうか。 

・配布して終わりではなく、いかに記入・活用してもらうかが重要である。 

・各コミュニティ協議会や自治会などで実施している防災訓練の際に活用してもらった

らどうか。 

 

その他 

  なし 

資料１－１



令和８年度：第４回 西蒲区自治協議会 保健福祉部会 会議概要 

 

◆会議概要 

 ○名称：西蒲区自治協議会 令和８年度 第４回保健福祉部会 

○日時：令和８年７月３０日（木）午後２時４０分～午後３時４０分 

 ○場所：巻地区公民館２階 研修室 

○出席委員：田中（隆）委員、鈴木委員、拝野委員、谷原委員、原委員、岩見委員 

以上６名（欠席：後藤委員、池田委員、藤田委員、佐々木（貴）委員） 

○事務局：健康福祉課長、地域総務課係長、同課副主査 

 ○傍聴者：０名 

 

 

◆会議内容 

令和９年度特色ある区づくり事業について 

・特色ある区づくり事業の概要及び今後の進め方について事務局から説明があり、８

月１２日（水）までにアイデアシートを提出することとしました。 

 

令和８年度区自治協議会提案事業について 

・１１月２９日（日）巻文化会館にて開催予定の高野優さん講演会について、申込時

の確認事項や、講師への質問事項等について意見交換しました。 

・当選者への入場券送付について、これまではハガキを送付していましたが、今回は

メールでの送付希望があった場合、実験的にメールでも送付することにしました。 

・次回は、参加者アンケートの内容検討と広報チラシの確認等を行うこととしました。 

 

 

その他 

  なし 
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令和８年度：第４回 西蒲区自治協議会 まちづくり・産業部会 会議概要 

 

◆会議概要 

 ○名称：西蒲区自治協議会 令和８年度 第４回まちづくり・産業部会 

○日時：令和８年７月３０日（木）午後２時４０分～午後３時４０分 

 ○場所：巻地区公民館 ３階 小ホール 

○出席委員：石田委員、上原委員、岩﨑委員、近藤（イ）委員、本井文吉委員、 

      相馬委員、岡﨑委員、大橋委員、滝沢委員 

      以上９名（欠席：五傅木委員） 

○事務局：産業観光課長、地域総務課長補佐、同課主査 

 ○傍聴者：０名 

 

◆会議内容 

令和９年度特色ある区づくり事業について 
・特色ある区づくり事業の概要及び今後の進め方について事務局から説明があり、８月

１２日（水）までにアイデアシートを提出することとしました。 
 
令和８年度区自治協議会提案事業 
・にしかん応援隊制度の今年度の取り組みについて協議しました。 
・制度の継続、引継ぎに向けて、本会議での会長からのご意見を踏まえたうえで、各地

域のコミュニティ協議会のメンバーを核として、組織化する方向性としました。 
・次回、基本方針を確定し、コミ協への説明など詳細のスケジュールを決めることとし

ました。 
 
＜新組織案：（仮称）にしかん応援隊クラブ＞ 
 持続可能な西蒲区の発展に向けて、地域の宝（各地域のイベント・伝統など）をこれ

からは各地域だけではなく、地域同士の連携をより強化しながら、区全体として継承し

ていく体制が必要である。 
 令和 9 年 4 月 1 日に新潟市が政令市・区政移行 20 周年を迎えることを契機とし、次

の 20 年に向けた新たな地域づくりとして、西蒲区自治協議会で創設した「にしかん応

援隊制度」を発展させ、制度の運営主体を担う組織を設立し、地域へ移行する。 
 地域が主体となって、各地域との連携をより深め、持続可能な体制づくりを行う。 
 
＜構成員案＞ 
・各コミ協の役員やイベントに携わる方など 
・にしかん応援隊制度に関わった第 9 期、第 10 期のまちづくり・産業部会委員 
・地域の有志（地域の人、大学生、高校生など） 
 
 
その他 

  なし 
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